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一3 　 強 皮 症 発 症 一 年 後 に 発 見 さ れ た 回 腸進行癌の

一一例
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症例は 7 1 歳, 女性.

【現病歴】 1 999 年 10 月より両手指腫脹 ,
痔れ感

,

R a y n a u d 症 状が 出現 .

一 年間で 5 k g の 体重減 少

を認 め, 2 00 0 年 1 1 月当院紹介受診, 強皮症 の診

断で 精査加療目的に入 院. 腹部 C T にて回盲部腫

疫と転移性肝腫癌を認めた .

【現症】 手指腫脹, 硬化, 爪囲紅斑あり
●

. 仮面様

顔貌と舌小帯の 短縮. 肺, 心雑音聴取せ ず.

【検査所見】 手背, 前腕皮膚生検 で s cl e r o si s を

認めた . 大腸内視鏡にて 回盲弁の 口 側に 2 型の 進

行癌を認めた .

【経過】 手術は回盲部切除, 肝転移に対 し術後化

学療法目的に肝動脈 ヘ リザ
- バ ー

留置.

【結語】 ①P SS に小腸癌を合併 した稀 な
一

例を

経験 した. ② P S S に合併する悪性腫癌の 頻度は近

年増加傾向 にあり約 1 5 % と報告 されて い る . 潤

化管痛が最も多い が, 小腸癌の 報告 はなく本邦初

と思われた . ③ P SS の 約 7 割に小腸, 大腸病変を

認め, 多くは無症状である . 本例も無症状 だっ た

が, 切除標本の 非癌部で , 粘膜下層の 線維増生 ,

内輪筋の 萎縮 , 筋間神経線維の 過形成, 小動脈壁

の 変性を, 軽度認めた .

4 　 当 科 に お け る H e r e d i t a r y  n o n p o l y p o s i s  c o l -

orectal cancer（NNPCC）症例の検討
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当科 で の 外科切除大腸癌 1 0 8 0 例 ( 1 9 6 7 - 9 7

午) を対象と し た . ⅢN P C C 診断基準は , ア ム ス

テ ル ダ ム Ⅱ基準 ( A m s 群) と本邦 の 臨床診断基

準 (A 群 ,
B 群) を用い た .

ⅢN P C C は総計 4 7 症例 (4 .4 % ) ; A m s 群 6 例

( o . 6 % ) , A 群 7 例 (0 .6 % )
,
B 群 3 4 例 (2 .9 % )

であ っ た. 臨床病理所見の検討 で は, A m s 群 は A

群 と コ ン ト ロ
ー

ル群 に比し低年齢発症, A 群 は他

群 に比し高年齢発症であ っ た . N P C C の 3 群 は有

意に右側結腸 の 局在を示 した . 多発大 腸癌 ( 同

時 ･ 異時) は ,
A m s 群 の 83 % , A 群 の 2 9 % , B

群 の 32 % に 認 め た . 他臓 器 発 癌 はそ れ ぞれ ,

6 7 % , 43 % ,
1 5 % に認め た . 予後は A m s 群 が他

の 群に比し良好である傾向を認めた . その 他の 臨

床病理学的因子に有意差を認め なか っ た .

ー5 　遺伝性非ポリポーシス大腸癌（H N P C C）の

臨床検討
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【目的】 ⅢN P C C は若年発症, 多発癌, 他臓器癌

の発症を特徴と されて い る . 当科の ⅢN P C C に つ

き検討した .

【対象】 19 9 0 年か ら 200 0 年の 11 年間 に当科 で

手術を受けた大腸癌症例 1 2 0 8 例の うち, ⅢN P C C

9 例 ( Ⅰ群) (0 .7 4 % ) と狐発癌 1 1 99 例 ( Ⅱ群) .

【結果】 H N P C C は診断基準 A 群 が 2 例, B 群 が

7 例で あ っ た . Ⅰ群 は男 5 例, 女 4 例 , 平均年齢

5 9 .9 歳, [ 群 は男 7 1 5 例 ,
女 4 84 例

,
平均年齢は

6 3 .6 歳と有意差を認 めず. 病変部位 で は両群間に

有意差を認めず. 大腸多発癌, 他臓器癌の 頻度は

両群 に有意差 は認め られなか っ た . 合併 した腺腫

個数 はⅠ群 で 平均 2 . 0 0 個 ,
Ⅱ群 で平均 1 .1 2 個 と

Ⅰ群 で 多 い傾 向で あ っ た (p
- 0 .0 8) . 組織型 は

Ⅰ群 で 高分化型 3 例
,
申分化型 6 例 で あ っ た . 5

年生存率は両群間に有意差 は認め なか っ た .

【考察】 今回の 検討 で は H N P C C と狐発癌と の

間に統計学的な有意差 は認 めなか っ た .


